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必要であろう｡
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リエ ン トラン トス ピングラスNiMnのNMR

高知大 ･理 山形英樹,松村政博

濃度比3:1近傍のNiMn合金は,磁気的に奇妙な振舞いをすることが以前からわかってい

た1)o最近,Nio.784Mno.216の合金で中性子非弾性散乱と交流帯磁率の測定が行われ, この

系が低温で強磁性からスピングラス (SG)相-転移することが解った2)0

一方,この合金系のNMRは既に行われ,次の事が解っている3).55MnのNMRスペクト

ルはそれぞれ320-370MHz(Sig.Ⅰ),200-320MHz(Sig.ⅠⅠ),130-200MHz

(Sig･ⅠⅠⅠ)の3つのグループにわけられる｡Sig.Ⅰ,ⅡⅠ,ⅠⅠ はそれぞれ孤立したMn原子,

平均の磁気モーメントと反平行な磁気モーメントをもつMn原子,この反平行磁気モーメント

を囲むMn原子からの信号である｡また,これら3種のMn原子は大きさの異る磁気モーメン

ト(pI=3pB,P丑-2･5pB,PⅡ=-1･8JLB)を持っているo

そこで,この合金系のリエントラントスピングラス(RSG)状態はいかなる状態かを明らか
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｢スピングラス(リエントラント転移を中心として )｣

にする目的で,各信号ごとに平均の内部磁場Hi(Z'-Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ )と核スピン･格子緩和時間

Tl の温度変化を零磁場下で,スピンエコー法により測定 したoH-iは各スペクトルの重心を

とる事により,また, Tl はエコーディケータイムT2により決めたo エコーディケ-が折れ

曲るため,便宜上強度が e~1になる時間をもってT2としたo

Mn濃度 12.5%以上の合金は低温で SG状態にあると考えられる.そこでSG状態 と強磁

性との比較のため, 10%と157ToMnの試料を選んで測定した.

図 1と2にその結果を示す｡
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図2 各信号位置での 55MnのT2~1の温

度変化｡

図1に示すように,15%MnではHBは12K付近で急激に増大し,HIと HⅠは15Kにピ

ークを持つ.このEIとHIの振舞いは次のように解釈されるoSig･Iと IIではT2の温度
変化に周波数依存があり,各スペクトルの低周波側は高周波側に比べ, 12K近傍でより急激

に短かくなって,受信系の不感時間のため見えなくなる｡そのため,この付近では高周波側の

信号が見掛上多くなり,HI,HIは増大したかのように見えるoそれゆえ,エコーディケ-の

効果を除いたスペクトルが得られれば,図1の点線にそった変化をするであろう｡Sig･Ⅲ で

は周波数依存がない事からHBの変化は本質的なものといえる二

一方,図2に示すとお り, r2~1はどの信号も同じ温度 12Kで最大になるo一般にr2 には

2種類の寄与がある｡1つは核スピン間の相互作用によるもので,これは温度に依存 しない｡

もう1つは核スピン･格子緩和からの寄与で,これは温度に依存するoだから図2は Tl-1の温

度依存を表わしていると考えられる｡

10%Mn合金では,図1,2に示すとおり,豆も,Tl~1ともに4･2K まで特に大きな変化は
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見られないoさらに,10%と15%oMnについて交流帯磁率 xACを測定したところ,15%Mn

ではxACが低温で減少し, 12Kに変曲点が見られるoしかし, 10%Mnではこのような事は

なかった｡

この事から図1,2に示 した15%Mn合金で見出される現象は, RSG 転移に伴って現れる

現象であるといえる｡

平均の内部磁場が急激に増す現象はAuF｡4)や Crfl｡5)合金でも見出され,磁気モーメントの

横成分の凍結に伴う現象であると解釈されている4).一方,核磁気緩和率の発散は磁気的秩序

状態-の相転移に際して,磁気モーメントが criticalslowing down する事により起る一

般的現象であるが,C｡GaのSG転移に伴っても現われる6).

これらの考え方で我々の結果を解釈すれば,次のようになる012Kで磁気モーメント軸の

横成分の凍結が起るoLかLFLI,PIは強磁性状態のままであるoそれに伴ってJLⅡの横成分

が criticalslowing downを起し,それが核磁気緩和に大きく寄与するo現 を持っMn原子

は軸 の最隣接にあるので,その寄与が一番大きく, 〟IをもつMn原子はpⅡから離れている

ので,その寄与は小さい｡

以上の結果を,n-ベクトル SGの平均場理論 7)と比較して考えて見るに,今の場合,外磁場

のかかった状態に相当するので,この12KがGT線を横切る温度 TGTに相当し,TATはNMR

では観測にかからないと考えられる｡
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